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１．はじめに 本稿では扱わないが、表１に示す言葉のうちの

いくつかについて、例文を抜き出して検討する。

なお、語尾につく語を語尾語と呼んで機能語と

は別に扱う場合もあるが、ここでは語尾語も機

能語の一部として取り扱う。 

 機能語（function words）は、日本語では、

内容語との対立概念として、主として「つなぎ

言葉」の意味で用いられている。体言や用言な

ど、それ自身で用いられる内容語と違って、機

能語はこれまで、文法的な面からのみ取り扱わ

れ、意味的にはあまり重要視されなかった[1]。

しかしながら、機能語は、その部分で文の内容

を決定する重要な役割をになっている場合も多

く、機械翻訳や検索などで機能語の役割を正し

く捉えておく必要性は増大している。 

 

３．機能語のいくつかの事例の分析 

３．１ ばかり 

 「ばかり」は、通常は副助詞として分類され

る[4]。名詞につく場合には、「だけ」と類似し

た意味になる。 
 これまで機能語は、それ自体が単独の品詞を

持つ場合もあるが、多くはいくつかの品詞の複

合体として扱われ、形態素解析の際にはいくつ

かの品詞で表されるために不明確になることが

多かった。 

 なお、以下の例文（一部は[5]による）では、

該当する語句に下線をほどこし、言い換えが可

能なものについてはその部分を／で区切って示

す。 

(1) 彼女は悪い人にばかり／だけめぐり会っ

た。 
 本研究では、まず機能語を抜き出して分類し、

いくつかの機能語に対して事例的な分析を加え

る[2]。その結果に基づいて、品詞の複合体とし

て扱われている機能語を、単独の品詞として扱

うと、機械処理のために有益であることを示す。

さらに、グループ化した機能語への機械処理の

ための指針を示す。 

この文は、彼女が悪い人にだけめぐり会い、善

い人にはめぐり会わなかったことを示す。すな

わち、「ばかり」の意味は、「主張・断定・自

己肯定かつ他者否定」と解釈することができる。 

 「ばかり」と「だけ」は、この場合には意味

は似ているが、必ずしも常に置き換えが可能な

わけではない。、 

 

２．機能語の抽出と分類 

 前節にも書いたように、これまで機能語は、

検索などにおいて stop word として扱われ、そ

の意味的な機能については未解明の部分が多か

った。また、機能語として一くくりにされてい

るにもかかわらず、どれが機能語であるかも明

確とは言い難い。 

(2) 太郎だけの部屋 

(3) 太郎ばかりの部屋 

上の文では、(2)は、太郎一人だけが所有する部

屋という解釈が成り立つが、(3)は、太郎という

名前の者がたくさんいる部屋という解釈になっ

て、やや不自然な文になる。  ここでは、まず表１に示すようなものを機能

語として定義する（一部は[3]の目次による）。  「ばかり」には、アスペクト的な要素を持つ

意味もある。  表１には、助詞や助動詞も示した。とりたて

詞のうち、「は」のような係助詞については、 (4) もう出かけるばかりだ。 
 

この文も「だけ」と置き換えることはできるが、

その場合にはやや意味が変わる。ここでは、時

間的に切迫しているということを示す。
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表１ 機能語とその分類 

 

とりたて詞 
は、も、こそ、さえ、まで、でもだって、しか、だけ、ばかり、

など 助詞 

その他 に、で、なら、より、のに、ので、とか、とも、なり 

助動詞（語

尾語） 
 

ようだ、たい、だ、ます、れる、られる、せる、させる、そう

だ、らしい、ない、ぬ 

動詞を含む 

～に関して、～に対して、～について、～をめぐって、～によっ

て、～として、～にあたって、～を通じて、～というより、～か

らある 
助詞相当句 

含まない 

～はもちろん、～はもとより、～のもとで、～にもまして、～と

ともに、～をさかいに、～はともかく 

ために、ように（形式副詞） 

助動詞相当

句 （ 語 尾

語） 

 

おそれがある、みこみがある、かもしれない、ねばならない、て

もかまわない、しかない、ほかない、限りだ、～に違いない、～

つつある、～ずにはいられない 

複合語  
～得る、～がちだ、～気味、～かねない、～きる、～向け、～ず

くめ 

接続  
上で、あげく、一方、反面、ながら、つつ、につけて、にして

は、わりに、にひきかえ、以上、なくして、折に、際に、以来 

決まった形

で用いられ

る言葉 

 

～につけ…につけ、～やら…やら、～といい…といい、～を…と

して、～から…にかけて、～か…ないかのうちに、～つ～つ、～

てもすぎることはない 

機

能

語 

形式副詞  ばかり、だけ、のみ、しか、ほど 

 

(5) いつも食べてばかりいる。 

この場合には、(4)とやや意味が異なり、繰り返

しのニュアンスが入ってくる。構文的にも、(4)

は終止または連体形、(5)は連用的なものについ

ている。 

「ばかり」には、その他に副詞的（形式副詞

と呼ばれることもある）な使用法もある。 

(6) 腰を抜かさんばかりに驚いた。 

この文では、上に示したように「ほど」と置き

換えることができる。意味的には、程度を表す

と考えられる。 

 

３．２ によって 

 動詞を含む助詞相当句（表１の上から４番目

の欄にある語）は、もとの動詞の性質を残して

いるものと、そうでないものに細分化される。

「によって」は、前者に属するものである。通

常は、「によって」は、格助詞「に」、動詞

「よる」の連用促音便形、接続助詞「て」の３

つの品詞に形態素解析されるが、「によって」

として、まとまった意味を持つ。その意味は、

もとの動詞のさまざまな意味を反映している。

また、動詞から派生した助詞相当句では、一般

に、動詞と同じような活用形が存在するが、す

べての活用形があるわけではない。 

(7) この問題は話し合いによって／により解

決すべきだ。（手段・方法） 

(8) 法律によって／により罪を罰する。（根

拠） 

(9) 台風によって／により道路が寸断される。

（原因・理由） 

(10) 国によって／により文化と習慣が異なる。

（対応・関係） 

上の文では、もとの動詞（漢字で書くと、(7)と

(10)は「依る」、(8)は「依る、拠る」、(9)は

「因る、由る」である）の意味を保存している

と考えることができる。(7)の手段・方法では、

同じく助詞相当句の「を通じて」、「を介し

て」と置き換え可能であるし、(9)の原因・理由

では、「のために」、「のせいで」と置き換え

可能である。このように、機能語の多くは、同

様の意味を持つものと置き換えができる（すな

わち言い換え可能になっている）場合が多い。

また、どの意味においても、格助詞「で」で置

き換えることもできる。ただし、対応・関係の



場合にはやや不自然である。 

 「によって」は、英語の直訳調の文で、「～

によって…される」という形で、受身の形でも

使われる。 

上の例文で示したように、多くの文では、

「によって」を「により」と置き換えることが

できるが、置き換えが不可能な場合も存在する。 

(11) 秘密鍵によって暗号化されたデータは、

公開鍵によってしか復号化できない。 

この文では、前半の「によって」は「により」

と置き換えられるが、後半部は構文的に置き換

え不能である。つまり、「によって」で終わる

句は、それ自体が名詞句として機能できるが、

「により」はそれができないことを示している

のも面白い現象である。 

「によって」は、「よる」という動詞と関連

するため、「によら（ず）」、「により／によ

って」、「による／によっての」、「によれ

（ば）」と「活用」するが、上に述べたように、

同じ活用形が必ずしもそのまま置き換えられる

わけではないし、活用形によっては、他のもの

と意味が異なる場合がある。 

「未然形」の「によら（ず）」の場合には、

上の(7)～(10)の文で、「によらず」を入れた文

が作成できるように、「によって」と同じ意味

を持つ文を作ることが可能である。 

(12) 何事によらず、好奇心を持って取り組む

姿勢が必要だ。 

 「連体形」の「による」は、「によっての」

という形と、やや排他的な関係がある。 

(13) 送電線による電力輸送経路を制御するこ

とが行われている。（手段・方法） 

(14) 罪を犯せば法律による罰則が科せられる。

（根拠） 

(15) 事故による悪影響がないのかどうかを確

認する。（原因・理由） 

(16) 病気によっての／による危険度は天と地

ほどの差がある。（対応・関係） 

(13)～(15)の「による」は、「によって」で置

き換えることもできるが、その場合には文の中

の係り受け、修飾関係が変わる。「によって

の」という形は、一般的には対応・関係の場合

にしか用いられない。これをまとめると、表２

のようになる。 

 「仮定形」の「によれば」は、次の文に見ら

れるように、伝聞・推量の意味を持ち、文末の

助動詞と呼応する。 

表２ 「によっての」と「による」の用法 

意味 によっての による 

手段・方法 × ○ 

根拠 × ○ 

原因・理由 × ○ 

対応・関係 ○ △ 

 

(17) 同報告書によれば、この一年間で地雷除

去の援助資金が 30%増額され、地雷の一般

的使用は劇的に減少したということだ。 

 

 

３．３ に関して 

 助詞相当句「に関して」も、「によって」と

同様に、もとの動詞の意味を保存しているとい

える。ただし、「活用形」は、「によって」に

比べて少なく、「に関し」、「に関して」、

「に関する」以外の形が使われることはほとん

どない。 

(18) この点に関して／に関し、大統領は米国

の財政赤字を削減するとの決意を強調し

た。 

(19) 固定資産の購入に関して／に関し生ずる

付随費用を処理する。 

(18)は、動詞「関する」の意味の一つである、

「関連・対象」と考えられる。(19)も似た意味

であるが、「原因・理由」とした方がすっきり

する。 

 また、「によって」と同様に、「に関して」

は名詞句を構成することができるが、「に関

し」はできない。 

(20) シンポジウムの内容は、情報ネットワー

クシステムのセキュリティとパフォーマ

ンスの評価に関してである。 

上の文の「に関して」を「に関し」で置き換え

ることはできないが、「に関すること」という

形にすれば置き換えられる。 

 「に関する」という、いわば「連体形」とし

ての表現では、次の文のように、「に関して

の」と相互の置き換えが可能である。 

(21) 経済に関しての／に関する法的議論を行

っている。 

 

 

 



表３ もとの動詞との関連 

助詞相当句 動詞 連用 連体 関連

に関して 関する ○ ○ ○ 

によって よる ○ ○ ○ 

に対して 対する ○ ○ ○ 

を通じて 通じる ○ ○ ○ 

にとって とる × × × 

について つく × × × 

 

３．４ 助詞相当句のもとの動詞との関連 

 動詞から派生した助詞相当句の機能語は、必

ずしももとの動詞の意味を保存しているわけで

はない。表３に、その関係をまとめる。 

 表で、連用と書いた部分は、助詞相当句の

「連用形」と、動詞の連用形とを置き換えるこ

とができる（たとえば「によって」は「によ

る」で置き換え可能）ことを示している。連体

と書いた部分は、同様な置き換え可能性（たと

えば「によっての」を「による」で置き換え可

能）を示す（すでに述べた不可能部分を除く）。

この表から分かるように、「とる」、「つく」

は、機能語になると、もとの動詞との意味的な

関連はほとんどなく、置き換えもできなくなる。 

 この表の中で、「を通じて」は、手段・経験

といった意味の場合のみに、連体形との置き換

えが可能であり、意味的な関連もその部分にと

どまっている。 

 

４．機械処理への展望 

 表１ですでに見たように、機能語はきわめて

多様な側面を持っている。もともと、名詞、動

詞などの内容語（自立語）との対立概念として

導入されたものであり、一様ではない。 

 形式副詞など品詞が確立し、独立した語とし

て扱ってよいものは、そのままの形で扱うこと

が考えられる。前節で取り上げた「ばかり」な

どは、このまま副助詞または形式副詞として取

り扱っても特に問題は生じない。ただ、その場

合に、構文的な情報のみならず、ある程度の意

味的な情報を付加することが必要である。 

 今回比較的詳細に調査した動詞から派生した

助詞相当句は、たとえば、「によって」が、す

でに述べたように、格助詞「に」、動詞「よ

る」の連用形、接続助詞「て」という３つの要

素から構成されていると形態素解析するより、

助詞相当句または連語「によって」という形で

まとめて扱った方がよい。すべてを書いてもそ

れほど多くの数にはならないので、いわゆる

「活用形」的な要素をすべて辞書登録しておく

のがよいと考えられる。そうすることによって、

たとえば、「に関して」のように、ほとんど出

現しない「活用形」（「に関すれば」など）を

除くことができる。 

 

５．おわりに 

 今回は表１に示した機能語のうち、とりたて

詞の一部と、助詞相当句の一部を調査して、そ

の機械処理への可能性を探るにとどまった。機

能語の前後につく名詞などと機能語の持つ意味

との関連性についても十分解明することができ

なかった。今後は、対象とする機能語を増やし

てさらにこれらの点を解明し、コンピュータ上

に実装して解析を行いたいと考えている。 

 また、本稿では触れなかったが、これらの機

能語は、英語と密接な関連がある。「によっ

て」、「に関して」、「に対して」などは、英

語の前置詞句に多くの対応する訳語があり、日

本語解析や機械翻訳のためには、それら多くの

訳語との対応関係を比較対照する必要がある。

本研究では、英語との関連も多少調査したが、

十分な結果を得るに至らなかった。これらにつ

いては、今後さらに比較検討する予定である。 

 参考文献にも見られるように、機能語につい

ては、日本語教育の面からも益するところが多

い。この分野についても e-learning などの観点

から検討する予定である。 
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